
RST(Respiratory Support Team)室             室長 檀浦 徹也（麻酔科医師） 

 

● 活動目的 

 多職種からなるチーム活動により、院内全体の呼吸器ケアを要する患者に対するケアの質と安全

性の向上を図る。その活動は人工呼吸器の安全管理のみならず、患者の気道管理、体位管理、排

痰援助、呼吸筋リハビリテーション、口腔ケアなど多岐にわたり、多職種の知恵と技術を結集してそ

れらに対する助言と指導を行う。 

 

● 活動状況  (2024.4.1～2025.3.31) 

1. のべ介入患者数：18 名  

※今年度より、加算対象外のネーザルハイフロー患者はラウンド実施していない。 

 

2. 人工呼吸器離脱率  (入院時より在宅用人工呼吸器装着患者は除く) 

a) 人工呼吸器離脱患者(NPPV 含む)： 12 名（18 名中）    離脱率：66.7%   

b) 人工呼吸器離脱患者(NPPV 含まない)： 3 名（5 名中）   離脱率：60.0% 

 

3. 人工呼吸器装着患者の転帰(NPPV 含む) 

a) 離脱：12 名 

b) 転院： 4 名 

c) 死亡： 2 名 

 

4. 回診件数： 23 回 （呼吸ケアチーム加算回数： 19 回） 

5.  患者一人当たりの平均人工呼吸器装着日数 

   ３２．３日(最短：3 日、最長：68 日) 
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排尿ケア推進室               室長 市川 孝治（泌尿器科 がん診療運営部長）  

 

● 活動目的 

2019 年度より排尿ケア推進室として認可されています。以下に活動目的を記します 

1．国立病院機構岡山医療センターにおける患者の排尿自立支援を推進する目的に、多職種と協力して 

排尿ケアの実践と院内教育を行う 

2．室の業務は次のとおりとする 

a) 下部尿路機能障害の症状（尿失禁、尿閉等）を有する患者の抽出 

b) 下部尿路機能評価のための情報収集 

c) 下部尿路機能障害を評価し、排尿自立に向けた計画を策定 

d) 包括的排尿ケアに対する病棟スタッフへの指導とケア実施後の評価 

e) 排尿自立指導の実践状況（尿道カテーテル留置患者数、排尿チーム介入患者数、排尿障害件

数、有熱性尿路感染症件数等）を把握する  

f) 院内研修の実施 

● 活動状況 

1．2024 年度の活動状況 

a) 排尿ケアラウンドとして、毎週月曜日に病棟へ出向き、個々の症例について排尿自立に向けた計

画を策定、実践した 

b) 奇数月に排尿ケアチームによる委員会と、勉強会を開催した 

c) 排尿ケアチームに携わる資格取得のため、所定の研修を新規に 9 名が受講した 

d) 全職員を対象に、2024 年 8 月１日、8F 大研修室にて排尿ケア院内研修会を開催し、64 名の受講 

者があった 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R5年度合計 258 274 300 333 281 273 274 276 286 178 159 200

R6年度合計 235 243 242 278 244 269 177 281 292 221 238 243
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